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Iはじめに

ベートーヴェンLudwigvanBeethoven1770，12，16（17洗礼1））～1827，3，26〔独〕ボ

ンのレミギスウ教会で洗礼を受ける。先祖はフランドル地方で主として農業をいとなんでい

た。父ヨハンJohann（C.1740～92）は，ケルン選帝侯の宮廷楽団のテノpル歌手，母はマリ

ア・マグダレpナMariaMagdalena（1746～872））。祖父ル～トヴィヒLudwig（1712～13）

もボンの宮廷楽団の楽長を勤めた音楽家である3）。ベートーヴェンは早くから父の教育をうけ

楽才を現わしたが，父のほか，特にクリスティアン・ゴットPpブ・ネーフェChristian

GottlobNeefe4）に音楽理論と鍵盤楽器の演奏を教えられた。なお，特筆すべきこととして，

当時まだ印刷されていない／ミッハのく平均律クラヴィア曲集＞について教えを受け，非常な熟

1）正確な出生月日は知られていないが，地方の慣習として，生まれた子どもは翌日か翌翌日に洗礼をうけるの

かつねであった。だいたい12月16日を実際の生年月日とみている。ボン市のレミギウス教会に洗礼の記録があ
る。標準音楽辞典音楽之友社p.1101

2）母マリア・マググレーナは7月17日に亡くなった。ベ→l‥lウ㍉。ン17才の時。ベートーヴェン書簡選集上，
小松雄一郎訳編音楽之友社p.41

3）一族中で最初の音楽家となった人，ボン宮廷楽団の楽長を勤めた音楽家である。ベートーヴェン舎庸選集上

4、松雄一郎訳編音楽之友社p.39
4）ベートーヴェンは1782年6月以来，宮廷オルガニストのC・G・ネrフェの助手を勤め，1784年6月に年俸150

グルデンの正規のオルガニストとなる。ベートーヴェン書簡選集上小松雄一郎訳漏音楽之友社p.41
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意をもって研究に没頭した。1787年4月～6月にかけ，モーツァルトに師事しようとヴィーソ  

にでかけたのであるが，母の危篤に会い，期待した教えを受けることが出来ず帰郷を余儀なく  

された。当時ボソは，進歩的な選帝供マキシリアソ・フランツの統治下にあり，1786年開設の  

ボソ大学にほ，そのころオイロギウス・シナイダー教授5）を始め多くの自由主義的な教授が集  

っていて，革命的な自由主義者達の中心地の一つであった。べ－トーヴェソほ宮廷楽団員とし  

て働きながらボン大学の哲学科学生6）となり，そ甲間に大学での進歩的な自由の雰囲気を吸収  

していく，そこえ1789年7月14日には，バスチーユの監獄の解放で口火を切ったフランス大革  

命が勃発することになる。   

また，親友の紹介でピアノ教師としてプロイニング家7）に顔を出すのであるが，彼は一日の  

大部分をそこで過し，同時代のドイツ文学，特に詩について吸収し，そのことによってベート  

ーヴェンの音楽に大きな影響を与えることになる。   

このように，生涯の二本柱となるような世界観と豊かな情操を養ってくれたとしても，音楽  

では殆んどポソに留まることほ無意味に近かった。ハイドンがヴィーソからロンドンに向かう  

往路にボンに立ち寄ったが，帰路1792年7月に立ち寄り，ベートーヴェンがヴィーン守こ来るな  

ら教えよう，との約束に，彼はヴィーソに旅立つことになる。そこで和声学，ゲネラル・バス  

対位法の教えを受けるが，既に立派な作品を書いている彼にはもの足りない復習でしかなかっ  

た。1794年1月ハイドンがロ∵ノドンに赴いたあと，ヨーハソ・ゲオルク・アルプレヒッベルガ  

ー8）（1736～1809）についてボン時代に学ぶことの出来なかった対位法，フーガの技法に磨き  

をかけた。  

ⅠⅠベートーヴェンのピアノ・ソナタ  

ソナタの語はイタリア語の動詞Sonare（鳴り響く，演奏する）の過去分詞の女性形である。  

同系の語が音楽用語として用いられた記録は，13世紀にまでさかのばる，作品の題名としては  

1561年に出版されたG・ゴルツァーニの≪SonataI光rliuto＞（2曲から成る）が最も古いと  

されるg）。   

古典派以後，器楽曲の最も重要な地位をしめている形式で，全体は楽想や調性を通じて強い  

内的な統一をもっている。このように，多様な変化や対比に富みながら，緊密な統一構成を示  

すことを特色としている。   

しかし，このような現在の定型ほ，バロック時代におけるさまざまの変遷の後，古典派にお  

いて確立したもので，はじめは単に多楽章の室内的器楽曲の名称として用いられていた10）。   

ベートーヴェンの作品中ソナタ関係を持つおもなものは，交響曲9曲，ピアノ協奏曲5曲，  

ヴァイオリン協奏曲1曲，三重協奏曲1曲，弦楽四重奏曲16曲，ピアノ三重奏曲7曲，ヴァイ  

5）ギリyヤ文学担当，フランス革命の火中に飛び込み，1894年のデ／レミドールの反動のなかで，ロベスピエー   

ルと共にギロチン台の露と消える。ベ【十－ヴェン書簡選集上 小松雄一郎訳福 音楽之友社p．42  
6）ボンの大学，哲学科学生1718．9．5登録 音楽事典 9のp．237  
7）ブロイニング家ほ，ケルン選帝供の顧問官エマヌエ／レ・ヨーゼ7・フォン・ブロイ＝ングの未亡人へレーネ   

フォン●ケーリブヒのもとに四人の子供がいる一家である。ドイツ文学，なかでも詩を最初に知ったのもブロ   
イニング家である。ベートーヴェン書簡選集上 小松雄一郎訳編 音楽之友社p．42  

8）アルプレヒッベ／レガーは，ミ／ユテファン寺院の楽長であり，当時最も優れた音楽理論家であった。ベートー   

ヴェン書簡選集上 小松雄一郎訳詞 音楽之友社p．47  
9）標準音楽辞典 音楽之友社p．644  
10）音楽事典 平凡社 6のp．92   
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オリソソナタ10曲，チェロソナタ5曲，ピアノ・ソナタ32曲11）などである12）。  

3   

そこで，以下彼のピアノ・ソナタを中心に考察する。   

ピアノ・ソナタにおける楽章は4楽章制（作品2の1，7，10の3，22，26，公，31の3，  

106，）3楽章制（作品10の1，10の2，13，14の1，14の2，27の1，27の2，31の1，31の  

2，57，乃，818，101，109，110，）。2楽章制（作品49の1，49の2，53，54，78，90，111，）  

の3種類が含まれている。また，形式について見ると，全体にソナタ形式が非常に重要され，  

この曲種のもつ表現の可能性を極限まできわめされた観がある。それは第1楽章のみでなく，  

緩徐楽章や終楽章にもよく用いられた。そのほかに，べ－トーヴェソが終楽章に好んで用いら  

れた形式として，ロソドンソナタ形式1さ）がある。また，従来の習慣として3楽章に普通はメヌ  

エットを使用されていたが－ベートーヴェンはスケルツォという比較的速い速度の楽章を使う  

ことを考えた。（メヌエットを使用しているものもある。）   

なお，特筆されるべきものとして，循環形式zyklischeFormを生みだし，各楽章を同一の  

主題素材から有機的作曲法の表現を創造した。   

ベートーヴェンの全作品は，作曲年代に従って普通三期に分割して考えられている。しかし  

何年から何年までと判然とすることは不可能に近い。その理由として，野村光一氏は次のよう  

に述べている。「各期の特徴とする表現法を体得したのは，それを一挙に修得したものではな  

い。また或る場合には，彼が管弦楽曲方面に束縛された形式のものを書いている間に，すでに  

ピアノ曲では全く自由なものを作っている。例えば，ピアノ・ソナタOp・27，31，の様式や内  

容において，それ以後に作曲された交響曲第2番Op．36より自由な書式をもっている。14）」とし  

ている。しかし，若干の問題があるにしても，ピアノ作品に限ってみるならば他の全作品の分  

類よりも造かに明確に行うことが出来る。しかし今回はあえてそれにふれず，ピアノ・ソナタ  

を作品番号に従いトリルを中心に考察することにする。  

一江 意－  

1．作品例についての楽譜はへソレ版による。  

2．楽章はローマ数字を以て示す。例えば，－Ⅰ－  

3．小節番号はアラビヤ数字を以て記す。  

例えば（5） 例えば（三）  

4．奏法例についてはアラビヤ数字を以て記す。  

例えば，5  

11）彼が11才の時に作った三つのソナタ，変ホ長調，へ虚詞，ニ長調と，遺稿の申に加えられた未完成の断片的   
なものと，二つのソナチネ（作品番号なし）とを除いている。べ←トーゲェンソナタ集Ⅰ野村光一解説 春秋   
社p．1  

12）音楽事典 平凡社 6のp．95  
13）ロンド形式とソナタ形式を折衷したような形式，すなわち，ソナタ形式における展開部をやめてその位置に，   

ロンド形式における中間部を構成した形式や，その反対にロンド形式における中間部分の代りに，ソナタ形式   
におけると同様に，主題の展開風の部分を構成するような形式，すなわち，「ロ∴ンドソナタ形式」楽式論 石桁   

美感生著音楽之友社p．143”144  
14）ベ←トーヴェンソナタ集Ⅰ野村光一解説 春秋社p．1   
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第1番 ヘ短調 op．2 恥1  

作曲年1795 献呈 ヨーゼフ・ハイドン   

作品2に属する3曲ほ，いずれも4楽章による構成で，ハイドン，モーツァルトの影響をう  

けている。しかし，そこにはベートーヴェン独自の手法が認められ，ウィーソにおける基礎勉  

強の後に，最初に書いた本格的なものである。  

－ⅠⅤ－  

ロンド形式とソナタ形式を折衷したような形式，すなわち，ロンド・ソナタ形式を用いてい  

る。ベートーヴェン的な力強さと迫力に満ちているが，しかし形式的に未成熟で欠点がある。  

例．1   

展開部に使用されている。  

奏法   

この場合は，上方補助音が先行しているので，トリルは主要青から開始され，後倍音を以て  

終る。  

Schirmerによれば  

となっているが，いずれの奏法でも良いと考える。  

第3番 ハ長調 Op．2 ‰．3  

作曲年1795 献呈 ヨーゼフ・ハイドン   

同じ作品2に属する中で最も華やかで，全体の構想は非常に規模が大きく拡大の方向へむか   
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った。しかし，その拡大の方法は，第二期の作品に見られるような主題の十分な展開によって  

達成されたものでほなく，新しい素材をつぎつぎと出し，羅列していくことによって達成さ  

れ，従って，形式的に統一が失われている結果を生んでいる。  

－Ⅰ一  

極めて雄大な力強いソナタ形式で善かれている。提示部が過大になっており，その反動とし  

て，展開部が比較的短かく提示部の約半分しかない。また，終止部においては，カデンツァ風  

なピアノ技巧が好んで用いられ，この楽章を華麗なものにしているが，それと同時に，楽曲の  

印象を散漫にしている。  

例．2  

＼J  

終止部に使用されているもので，カデンツァ風な部分のきわめて自由なものである。  

奏法   

SchusterおよびUniversalでは（1，3，），（3，5，）の運指になっているが，主要音  

が先行しているので，トリルは上方補助音15）の開始にしたい。また，トリルの継続時間は任意  

である。  

15）全音，Schirmer，Budapest，Breitkopf，The AssociatedBoard of the RoyalSchooIs of Music，   
Peters（K6hler－Ruthardt），Ricordiの版は，上方補助音開始を示している。   
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→ Ⅳ一  

作品2の2の第4楽章と同じように，ロソド形式18）でピアノの技巧が余すところなく示され  

大規模なものとなっている。終止は第1主題の自由な形における再現を含んでいるが，第1主  

題の展開により作られている。  

（259～268）  例．3   

U    ■lllllllll■l一 3   

第3部の終止は，左手にロソド主題を奏しながら，右手に長いトリルの装飾をほどこし，そ  

の後，右手にPソド主題が移り，左手でトリルが奏される。  

奏法  

トリルは主要音より開始し後備音を以て終る。トリルはロ∵／ド主題の8分音符に揃えて2倍  

の速さで乱れぬように奏すべきである。  

16）ベートーヴェンビァ／・ソナタ 諸井三郎著 音楽之友社p．47ではロンドソナタ形式としている○   
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（285～296）  

13．（285）  

例．4  

第3部，終止部に使用されているもので，右手の長いトリルの後に，左手に∴トリルが加わり  

更に華々しいものとなる。なお，291小節から292小節にかけて，3重のトリルになっており，  

ベートーヴェンのピアノ・ソナタの作品としては最初のものである。  

奏法   

285小節，右手，下方補助者から始めるように小音符で指示されているもので，奏法は次の  

ようになる。   

289小節，左手，Schirmer，peterS（K6hlerTRuthardt），は上方補助音の開始となっている。  

また，レオニ，ド・タロイツァーLeonid Kreutzer著「装飾音」でも上方補助音より奏すべ  

きであるとしている。しかし，この場合は主要音開始17）が適当と考える。   

291小節，右手，Schirmer，Ricordiでは上方補助音開始となっているが，主要書開始で奏  

すべきと考える。  

17）Schustr，Budapest，TheAssociatedBoardoftheRoyalSchooIsof Music．Peters（Carl   

Adolf Martienssen）の版は，主要音開始を示している。   
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293小節，右手，主要音によって開始する。   

以上のトリルの奏法については，左右乱れぬように奏し，後倍音を以て終る。  

第5番 ハ短調 op．10 恥．1  

作曲年1796→98 献呈 ブローネ伯夫人18）   

作品10に属する3曲のうち，2曲までが4楽章の構成を捨てて3楽章にまとめている，これ  

らのソナタは，それ以前の形式拡大に対する反省の上にたって，形式備小という方向を示して  

いる。しかし，内容的にいちじるしく厚みを増し成長がみられる。  

－Ⅰ－ 

最初のいくつかのソナタに見られるような，無意味に多くの素材を羅列するような構成方法  

がまったく清算され，規模は大きくないが，構成はきわめて明確となり，第1主題が付点のリ  

ズムによって力強く開始される。全体的に調和がとれていて，内容的に充実感がある。  

例．5  再理部（252）は，（75）と同じ奏法  

4 3  

提示部，第2主題呈示の後，確保的推移の部分に使用されている。  

奏法   

主要音より開始し，後悔音を以て終る。クロイツァーによれば，「トリルは，はじめほ緩や  

かにほっきりと，終りになってはじめて急ぐようにすると，美しい効果が得られる。19）」と次  

のように示している。  

8．  

18）彼女はベートーヴェンの音楽の熱心な変好象の一人。ベートーヴェンソナタ集Ⅰ野村光一解説 春秋社p，  

7  

19）装飾音，レオニード・クロイツァ【著中瀬古和訳 大化書房p．116   
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また，Schirmerによれば，次のような奏法を示している。  

9   

以上の2のつ奏法ほ，いずれでもよい効果を得ると考える。  

第6番 ヘ長調 op．10 軋2  

作曲年1796～98 献呈 ブローネ伯夫人   

3楽章の構成をとるこのソナタほ，作品10の1がメヌエット或いはスケルツォが省略されて  

いるのに対し，二楽章に相当する緩除楽章がなく，全体が一貫して明朗さに陰れている作品で  

ある。  

－▲Ⅰ－  

4分の2拍子。ソナタ形式を用い，特徴のあるリズムをもつ動機ではじまる。第1主題ほ3  

つの楽句に分かれ興味深い構造をもっている。展開部は，提示部での最後の僅かな動機を主要  

素として取り扱い，非常に技巧をこらして展開している。  

提示部（62）（64）  
再現部（192）（196）（198）（200）は同じ奏法  

例．6  

4  

提示部，終止の部分・に使用されている。  
－  

奏法   

この場合は，小音符により下方補助者から始めるように指示されている。従って，Fis音よ  

り開始される。20）  

20）Schirmerでは，トリルを6遵符としている。   



高 橋 功 宜  10  

ーⅠ－  

4分の3拍子。形式は三部形式をとっており，この楽章は緩徐楽章でなく，明らかにスケル  

ツォ的な性格をもっている。  

（14ア）も同じ奏法   例．7  

複合三部形式，Aの部分に使用されている。  

奏法  

クロイツァー丹こよれば，「主要育と同じ音が先行している場合，トリルは主として上方補助  

青から始める。21）」としているが，この場合は，主要音（F）からの開始が良いと考える。  

第7番 ニ長調 op．10 ‰3  

作曲年1796～98 献呈 ブローネ伯夫人   

作品10に属する曲でこの曲だけが4楽章制をとっている。全体にピアニスティックな効果  

がねらわれていて，内容的にも以前の作品より格段の進歩があり，円熟した表現がなされてい  

る。  

－Ⅰ－  

2分の2拍子。構造はソナタ形式で，これまでのピアノ・ソナタよりもほるかに綿密でひき  

しまった構成を示している。再現部は規則どおりの再現をし華々しいコーダで結ばれる。  

21）装飾音，レオニード・クロイツァー著 中瀬古和訳 大化書房p．36   
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（52）  

11  

4  

提示部，第1主題確保の後，推移の部分に使用されている。  

奏法  

クロイツァーによれば，「理論的説明は付け難いが，美学的見地からして，このトリルは上  

方補助青から始める。これはモーツァルト様式の名残りを留めたものであろう。22）」としてい  

るが，しかし，理由がはっきりしていないし，特に主要音が先行しているわけでもない。やは  

りこの場合は主要音開始が良いと考える。23〉  

（232）   例．9  

再現部，第1主題確保ののち，推移の部分に使用されている。  

奏法   

Schirmerでは，（3，2）の運指，従って上方補助音の開始に解釈されるが，ここでは主  

要音開始がよいと考える。  

22）装飾音，レオニード・グロイツァー書 中漸古和訳 大化善房p．121  
23）Schuster，Budapest，Breitkopf，Ricordi，は違指から考察して主要音開始と考える0   
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－ Ⅲ 一   

悲しげで深刻な表情をもつ前楽章に対して，3楽章では気分一転して明るい感じのするメヌ  

エットが使用されている。書法的にほスケルツォに近いものである。  

例．10  （25～28）  

メヌエットの部分に使用されている。  

奏法  

Henleでは，運指法からして上方補助音開始と解釈と考えられる。しかし，ここでは主要音  

開始とし，後備音を以て終る。  

第8番 ハ短調 op．13 ≪悲そう≫  

作曲年1798～99 献呈 C．リヒノフスキー侯24）   

この曲が出版された時に，楽譜に「GrandeSonatepathetigue」と記されている。べ－トー  

ヴェソ自身によってピアノ・ソナタの中に標題がつけられた最初の作品である。1802年には  

≪ハイリゲソシュクットの遺書≫を書いていることからしても苦悩の生活から生まれた作品で  

あり，これまでのピアノ・ソナタと違った新しさを明瞭に感じとることが出来る。  

24）ベートゲェンのウィーン滞在の初め頃からの友人であり支援者の一人。べ－トゲェンソナタ集Ⅰ   
説 春秋社p．12  

野村光一解   
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－Ⅰ一  

悲愴は情緒が感じられるGraveの序奏が4分の4拍子で開始され，主部はA11egrodi  

molto econbrioとテンポが変り，低音によるトレモP（主音）の上に上昇する激しい第1  

主題が使用されている。なお，Graveは展開部の前と，コーダにも使用されていてこのような  

例ほ，ベートーヴェンによる他のピアノ・ソナタに例を見ることが出来ない。  

例．11  

（192）は，（174）と同じ奏法   

4与  

展開部に使用されている。  

奏法   

主要音開始とし，後倍音をもって終る。  

き－一一－－一一一一‥－1   25）   

いずれの奏法でもよい結果が得られると考える。  

第13番 変ホ長調 Op．27 N仇1  

作曲年1800～01献呈リヒテンシュタイン伯夫人26）   

作品27に属する2曲のソナタは，何れも≪SonataquasiunaFantasia＞＞と云う副題を持っ  

ている。第1楽章を従来のソナタ形式に見られない自由な形式で取り扱っている。また，3つ  

の楽章が切目なしに連続して演奏されるようになっていて，曲の重心は最終楽章におかれ，新  

しい構成方法を示している。  

25）Schuster，Schirmer，Budapest，Breitkopf，Universal，Ricordiの版では主要音開始  
26）ジョセフィン・ヅフイ・フォン・リヒテン∵／ユタイン侯爵天人，彼女はベートーヴェンの内弟であり，後援   

者の一人。ベートーヴェンソナタ集Ⅰ，野村光一解説 春秋社p．5   



14  高 橋 功 宜  

－Ⅰ－   

4分の3拍子。3部形式で善かれ，スケルツォの性格を持ち，全体にリズムの面白さが主体  

となっていて，旋律的な要素が少ない。  

例12．  

（垂）か－－  
ヱそ2 5 ‖2・   l  

∧－′n．    h〈、1．軋                              tノ  n      dgere∫e． L     」・l    il・，  射・l   ●11   ♭i   ♭ii     ロ  嘉  ■                      I十                          u  】    ■41一冬 ー r’ t ■ 「 ▼「‥■ 卸  
複合3部形式の中間部に使用されている。  

奏法   

主要音のgeS音より開始し，後備音を以て終る。  
27）  

ー Ⅲ 一  

序奏部は，Adagioconespressioneによる3部形式。主部は，AllegroVivaceのロンド形  

式で書かれている。しかし，ソナタ形式にも接近しており，諸井三郎氏は，ベートーヴェンピ  

アノ・ソナタ，作曲学的研究P171で，ロ∵／ド・ソナタ形式として取り扱っている。コーダに  

は序奏部のAdagi0の主題が回想され，カデンツァを経て突然Prestoの4分の2拍子となり  

〝で力強く結んでいる。   

例．13  （81）  

27）Adagioconespressioneの1～26小節を，序奏部として考え，全体を3楽章としてた。   
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第2主題呈示後展開され，それに続く推移の部分に使用されている。  

奏法   

主要音のAs音より開始し，後備音を以て終る。  

3  

15  

17．  

例．14  （165～166）   

展開部に使用されている。  

奏法   

Henle，Schuster，Ricordiでは運指により上方補助者の開始を指示しているが，ここでは主  

要音のDes音より開始し，（81）と同様に3達者符の動きをとる。  

第14番 嬰ハ短調  Op．27 軋2＜宅月光≫   

作曲年1801献呈 ジュリェッタ・ダイチヤルディ28）   

作品27の1と同様に，第1楽章は自由な幻想曲風なもので，曲の重心は終楽章におかれ，厳  

格なソナタ形式を以てまとめあげている。  

28）伯爵令嬢，そして彼女はベートーヴェンが書いた有名な手紙「永遠の愛人」の候補者の一人に挙げられてい   
る。ベートーヴェンソナタ集Ⅰ野村光一解説 春秋社p．6   



16  高 橋 功 宜  

－ Ⅲ －  

4分の4拍子。全体の重心をになう終楽章は，厳格なソナタ形式で内容の充実した構成を示  

している。第1主題は，荒々しい分散和音によって開始され，コーダは第1主題の回想をもっ  

て始まり，第2主題も姿を見せ，アルページョによる華麗なカデンツがあって，後に再び第2  

主題に触れ，〝をもって楽章の結末をつけている。  

例．15  再現部（131）は，（36）と同じ奏法  

（187）   



ベートーヴェンのトリルの研究（1）  

ガデソツァ風な部分に使用されている。  

奏法   

主要音のA音より開始し，トリルほ任意の長さをとる。  

17  

第15番 ニ長調 op．28 ≪田園≫  

作曲年1801献呈 ゾソネソフェルス29）   

全体が4楽章からなり，内容も激しい動揺を示す部分もなく，古典的な配置によっている。  

≪田園≫と云う名称は，ベートーヴェン自身によるものではなく，ハングルグの出版商アウタ  

スト・クランツAugustGrang（1789～1870）によって付されている。  

－ Ⅳ－  

8分の6拍子。田園的な気分忙満ちた楽章でロこ／ド形式によって書かれている。  

（42）  （159）は，（42）と同じ奏法  例．17  

第2主題確保の後，推移の部分に使用されている。  

奏法   

クロイツァーによれば，「＜gis＞は主要＜a＞の導音となるため，意義のある音であるか  

ら，このトリルは主要青から始める。リズムを正確に分け，後倍音の前を3遵音とする。80）」  

としている。たしかに主要音開始がよい結果をもたらすと考える。  

」・JJ 」一■JJノ」」  

29）ヨゼフ・フォン・ゾンネンフェ／レス・当時のウイ→ン文壇の元老。ベートーヴェンとは親交がなかったらし   

い。従って，なにゆえ彼に捧呈されたか，その理由は詳細でない。ベートーヴェン集韮 野村充一解説 春秋   
社p．7  

30）装飾音，レオニード・タロイツァー著 中瀬古和訳 大化書房p．138   
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第16番 ト長調 Op．31軋1  

作曲年1801～02 献呈 －   

この作品は，一般的にあまり高い評価を受けていない。その理由として，大木正典氏は，  

「作品26から作品28に至る一群のソナタに見られる程の新味，或は個性を示していないのが原  

因，しかし，このソナタの中には一応ピアノの橙能をあらためて検計しなおし，其の上に新な  

表現力を獲得しようとする知的な能度が認められるように思われるのである。81）」と述べてい  

る。  

－Ⅰ－  

8分の9拍子。三部形式でイクリ一風な特異な要素に富んだ旋律が現われ，明るい柔和な感  

じのする楽章である。  

（1）  （3）（27）（29）（65）（67）は，（1）と同じ奏法  例．18  

3部形式，柔らかな表情をもつ楽章で，主題はトリルで開始される。  

奏法   

主要音のC音より開始され，後備音を以て終る。Schirmerでほ次のように6連符によって  

奏している。  

しかし，レオニード・クロイツァーは，「このトリルは32分音符とすることを薦めたい。それ  

以上速くては，この想いに満ちた楽章には軽々し過ぎる。32）」としている。ここでは，Adagi0  

許㌶iosoの甘美な柔らかい表情をだすためには，32分音符で十分と考える。  

飢）名曲解説事典，楽之友社，4のp．233  
32）装飾音レオニード・グロイツアー著 中瀬古和訳 大化書房p．139   
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例．19  

第1主題確保の部分に使用されている。  

奏法   

Schirmerによれば，ここでも6達者符のトリルとして，次のように示している。  

しかし，32分音符によるトリルが適当と考える。  

例．20  

第1部，カデンツァの部分に使用されている。  

33）低音はトリルを補強しているに過ぎない。トリルは勿論主要音開始，初頭は分散8度として奏する。装飾音，   
レオニード・タロイツアー著 中瀬古和訳 大化書房p．139  

34）主要音開始の版Schuster，Schirmer，Budapest，Universal，Ricordi．上方補助音開始の版Henle，   
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奏法   

Henleでは，（5，4，5，3，）の運指によって上方補助音のA音を開始としているが，  

主要音開始としているが，主要音開始が妥当と考える。  

例．21   

第3部，楽章終止の部分に使用されている。  

奏法   

99小節，多くの版では，2分符点音符のトリルを主要音開始としているが，クロイツァーに  

ょれば，「（98）が＜c＞を以て終っているので，このトリルは＜d＞から始めるのが理論的  

である。右手のトリルほこれに反して，主要音＜／＞から始める。36）」としている0   

クイイツァーによるトリル。  

Schirmerによるトリル  

104小節，多くの版は主要音開始をとっているが，クロイツァーは上方補助音開始をとって  

いる。  

35）全音，Schuster，Schirmer，Budapest，TheAssociatedBoardoftheRoyalSchooIsofMusic・   
Ricordiの版は，主要音開始を示している0  

36）装飾音，レオニード・タロイツァ【著 中瀬古和訳 大化書房p・141   
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† Ⅲ 一  

2分の2拍子。ロンド形式によって善かれているがソナタ形式に近く，全体が明るい内容を  

持っている。コーダは属和音による持続音で始まり，第1主題の第2楽節が対位法的に処理さ  

れている。  

例．22  （241～247）  

27．  甘  

第18番 変ホ長調 Op．31‰．3  

作曲年1804 献星妄 －－－一   

作品31に属するうち，この曲だけが遅れて，1804年に完成された。全楽章が緩徐楽章を欠  

き，全体が明るい感じのする曲である。また，配列ほ幻想ソナタ系統に属さず極めて珍らしい  

手法がとられている。   
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一一 Ⅰ－  

4分の3拍子。ソナタ形式で書かれている。第1主題の曲頭が副七の和音で開始され，斬新  

な方法をとっている。また，冒頭における部分動機は極めて重要で，曲中に多く使用されてい  

る。コーダも第1主題によって華々しく終っている。  

（78～81）  再現部（209～212）ほ，（78～81）と同じ奏法  例．23  

提示部左手に分散和音を奏しながら，右手に長いトリルが使用されている0  

奏法  

トリルは主要音より開始し後備音を以て終る。  

第21番 ハ長調 Op．53 ＜宅ヴアルトシータイン≫  

作曲年1803～04 献呈 F．ヴアルトシ1タイソ伯87）   

雄大の広がりをもったこのピアノ・ソナ列ま，「熱情ソナタ」と共に中期を代表する作品  

で，過去のものから積極的に脱出し，独特の作風を示している。なおソナタは2楽章構成をと  

っている。（但し，第2楽章に序奏がついている。）  

37）ベートゲェyの少年時代からの親友であり，また後援者でもあった。ベートゲェンソナタ集Ⅰ野村光   

一解説 春秋社p．13   
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－Ⅰ－  

23   

4分の4拍子。ソナタ形式によって書かれている。開始がPPの弱音（主和音）ではじまり，  

主題が漸次に姿を現して来る。このような暗示的な手法は，ベートーヴェンに見られる棲めて  

特徴のあるものである。なお，コーダは第1主題の動機によっている。  

例．24  （72～73）   

提示部の第2主題確保後，それに続く推移の部分に使用されている。  

奏法   

主要音のFis音より開始し，後備音を以て終る。  

例．25  （233～234）   



高 橋＿功 宜   24  

再現部の第2主題確保後，それに続く推移の部分に使用されている。  

奏法   

Schirmerによれば，、次のように上方補助音の開始を指示している。  

38）  

30．  

d   

しかし，この場合ほ主要音のD音より開始し，後備音を以て終るのが最良と考える。  

′＼  

31．  

－ Ⅱ －一  

序奏がAdagiomoltoによる6相子で開始され，やがて4分の4拍子の雄大なロニ／ドが展  

開されていく，最後は，Prestissimoの2分の2拍子に変って素晴しい効果をかもしだしてい  

る。  

（51～61）  （161～174）（333～343）は，（51～61）と同じ奏法  

（51）  

例．26  

38）Scbirmerの版では，上方補助音開始の指示はしていない。   
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右手でトリルとロンド主題を同時に奏するように作曲され，実に素晴しい効果をだしてい  

る。ベートーヴェンのピアノ・ソナタでは，作品54の終楽章ではじめての試みである。  

奏法   

上方補助者のA音より開始し，後備音を以て終る。  

①クロイツァーによる奏法（トリル音省略による奏法）   

上に示したように，トリル音を省略することについて，クロイツァーは次のように述べてい  

る。「トリルは32分音符とし，＜a＞に始まる。ここに示す奏法は，ビューロによるとされて  

いて，すべて済奏上の伝統となっている。この奏法の主眼，すなわち旋律音を奏するとき，ト  

リルを省略するということほ，ずっと古くから行なわれていたのである。ベートーヴェンは，  

これを応用しなかったようである。この個所と，結尾部においてその拡大とは，共にベートー  

ヴェン自身にも演奏困難と思われたと見えて，楽譜原稿の最終のページには，それを平易にす  

る奏法を紹介している。すなわちトリルをゆっくり演奏することによって，解決しようとして  

いるのであるが，それより更に重要なことは，他の二点である。第一に，上方補助者にアクセ  

ントを付していること，第二の一層重要なことは，旋律音とトリル音を同じに奏するようにし  

ていることである。   

このトリル音の省略についての事実は，次に述べる我々の説のよき立証となっている。演奏  

の伝統というものは，それ自身独特の道を進み，作曲家の意志のよりよき発現のために，絶え  

ず技巧上の練磨を重ねているのであるが，それは，その精神をよりよく伝えようとする努力で  

あって，必ずしも作曲家や，その時代の音楽家が残した規則を厳格に守ることとは限らない。  

この主張は，単に技巧を容易にするということに留らず，それ以上の結果をもたらすものなの  

である。   

楽譜に明白に示された音楽上の指示も，必ずしもその通りに従えない場合もある。8g）」と述  

べている。  

② Schirmerによる奏法（トリル音省略による奏法）   

上方補助者開始によるトリルとしている。トリルの省略法については，クロイツァーとほぼ  

同じであるが，57，61，63小節に違った奏法を示している。  

39）装飾音 レオニード・クロイツァー 中瀬古和訳 大化書房p．149～150   
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一  ′ ′′  ′  

（卦 Breitkopfによる奏法（トリル音省略による方法）   

Schirmerと同じ奏法  

④ BudapeStによる奏法（トリル音省略による方法）  

トリルは上方補助の開始とし，省略の方法をとっている。ただし，16分音符による6達者符  

で開始されている。   
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′
l
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～
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3
 
 
 

（9 Schusterによる奏法（トリル音の省略なし）   

ここでは，旋律音とトリル音を同時に奏する方法をとっている。  
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以上のように色々な奏法が考えられるが，テンポがA11egretto moderatoになっており，ま  

た，左手，55，59小節に32分音符によるスケールが使用されていることから，32分音符による  

上方補助青からの開始が適当と考える。なお，Schusterの奏法でほ，トリル音の省略法が行  

われていないが，この場合ではトリルの効果を失うことなく，むしろ旋律を明瞭に表現出来る  

ことから，トリル音の省略する方法をとりたい。   

51小節の開始については，Schuster，Schirmer，peterS，Durand，Universalでは，小音符  

による上方補助音の開始が示されている。  

例．27  （477～514）  

触 2  皇  ♀  3  已  1  

亀1ユ 】望 1■3 ■‘払  望  
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終止部，38小節におよぶ長大なトリルが使用され，至難な演奏技巧が要求される。しかしこ  

のトリルの効果は実に素暗しいものである。  

（ヨ クロイツァーによる奏法   

477～514小節におけるトリルについて，レオニード・クロイツァーは次のように述べてい  

る。「このトリルの部分全体は，この世ならぬ静ひつな性格をもつもので，終りになってはじめ  

てPrestissimoに戻るのである。そこで，510小節以下の奏法は，この速いテソポに応ずるもの  

であり，最終に至ってほ次の如き奏法を用いて，平易にかつ効果的にするがよい。すなわち右  

手は，さきに左手にしたと同じく，4分音符の4度音程のみ弾き，トリルは左手のみ奏する。  

この左手のトリルは低音＜g＞と結び付いて解決に運ばれる。40）」と次の奏法を示している0  

－－‥－  

40）装飾音 レオニード・タロイツァー著 中瀬古和訳 大化書房p．152   
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さ1－ － － ‾ r ‾  

軋ん也ヱふ・・Jル  

②トーヴィによる奏法   

「これらの小節は完全な音形と同じく主題的である。   

477小節，トリルは8分音符より速く弾かなければならない。このトリルにとっては，下の  

音階と′ミラレルに進行するよりいやなことはない。ゆっくり練習するときに，いつもよいトリ  

ルを作り出す3連音符を目指すがよい。第482～3小節で，左手のリズムを正しく保つように  

（3（ 心がけなさい。それは」¶‡「のように弾くのではなく，旺＝「のように弾くのである。   
501小節，新しいトリルを弾き始めるときに，親指をD♭から滑らせるがよい。   

507小節，第507小節における装飾音符Dbの意味ほ二つある。すなわち，半音トリルが全音  

トリルになって気分が明るくされることと，またメロディーがD音で終っていることである。   
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したがって，第507～510小節を通して，トリルの緊張ほ，この音符から下方に向って行なわれ  

るトリルと同様に，Dにならなければならない。   

513～514小節で，よいトリルをよいリズムと結びつけ弾くひじょうによい方法は，つぎのよ  

うな弾き方である。  

小指と親指指をとり，低い方のGはベタルで保持される041）」  

③ クロイツァー豊子による奏法いリル音省略による奏法）   

447小節  

41）ベ【トゲェン・ピアノソナタ集Ⅰハロ′レド・タラクストン編，ドナ′レド・フランyス・トゲィ・注解   
山根鋲二訳 p．208   
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④ Budapestによる奏法（トリル音省略による奏法）  
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（Budapest）  

⑤ Schirmerによる奏法（トリル音省略による奏法）   



高 橋 功 宜  

め ∧′「、    ‘、   

山 ゐ♂γe〟ク． ．．…．声2享亡抽亡  lさL星霜  ク l；I竺∂  l  虚空8  ビアβ♂♂．－ l    1●  許諾！  

‘肋   
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番  J  虫 ○＿   

（Schirmer）  

507小節 8分音符による上方補助音の開始としている。  

513小節 8分音符による，次のような奏法を示している。  

n     ■  一  ′        ヽ L′  】       l      l      l         l  も「rlJrll  ■■－■■－－－■■一      旺 凹  

または，  
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⑥ Schusterによる奏法（トリル音の省略する奏法は使用していない。）   

477小節  

485～514小節  

47．  

485小節についてほ，次による奏法を示している。  

皇   4・  J  

48．  

または，  

⑦ Breitkopfによる奏法（トリルの省略法による奏法）   

477小節1，3による運措から考え，主要音開始と判断する。   

485～488 小節，上方補助音開始としている。  

（485）  

49．   
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496～497小節  

500～501小節  

513～514小節  

⑧ Ricordiによる奏法（トリル音の省略する奏法は使用していない。）   

477小節1，3による運措から考え，主要音開始と判断する。   

485～486小節 上方補助音開始としている。  

42）  

J  J・．  

または，   

上  ．  

500小節 小音符によって奏法を示している。   

42）へンレ版と同じ奏法  
43）へンレ版と同じ奏法   
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513～514小節 和音による奏法を示している。  

または，  

⑨ Peters（CarlAdolfMartienssen）による奏法（トリル音の省略による奏法）   

485～487小節  

J  J．  主  よ  
56．  

ー 2 l  

496～497小節  

き  

⑬ Universalによる奏法（bリル音の省略法は使用していない。）   
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（477）  

39  

エ■  
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（51  

40  

≡∧〝          ‥F 

h    享～」」」要」」」」 

乃  ●Jご  さ ‾‾‾‾‾一  
さ  

（Universal）   

以上のことからしても，477～514小節の奏法ほ色々と考えられるところであるが，しかし，  

Prestissimoにおけるトリル，しかも非常に高度な要求がされている。従ってこの場合には，  

旋律を明瞭に奏することからしても，8分音符によるトリル音の省略する方法でよい結果が得  

られると考える。トリル音と旋律音を同時に奏する必要はない。   

今回は，Op．53までのピアノ・ソナタについて考察した。次回の掲載をOp・54からとしたい。  
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